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New Trendsin X一 ray CT

一―IntrOduction一一
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CTが 開発されてほぼ 20年 が経過した。筆者

は国産初の CTを 開発 した関係者の 1人 とし

て,あ の当時の医,工 両研究者の熱気溢れる学

会発表風景を今でも思いだす。当時は,超 音波

診断技術においても隆盛期にあり,画 像診断機

器の一大革命期であったといえよう。その後,

この CTの 開発競争が
一
段落すると共に新たに

MRIが 出現 し,世 の中の関心はすっか りMRI

に移ってしまった感がある。

しかしながら,こ こ数年の CT研 究の動きを

みると,上記革命期ほどの派手さはないものの,

着実に変化の跡がみられるように思える。そこ

で本特集号では,ャ最近実用化されたホットな技

術内容 と,今 後実用化されることが期待される

技術の両面にスポットを当て,そ れぞれ専門家

の解説をお願いした。

本特集は大きく3つ の分野からなる。

第 1は ,電子線ビームテクノロジーを使った,

いわゆる超高速 CTの 現状 と将来を取 り上げ

た。この技術の基礎は,放 医研など日本で最初

に取 り上げられたにもかかわらず,米 国で実用

化に成功した珍しい例である.走 査速度が数十

ミリ秒 と早いことを生かして,心 臓の観察や,
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呼吸,体 動の影響を受けない撮影法の良さを生

かした応用が進んでいる.

第 2は ,ヘ リカル状 (ラセン状,ス パイラル状

ともいう)のスキャン方式による高速 CTの 現

状 と将来を取 り上げた.こ の技術はガントリー

を連続回転させることと,ベ ットが連移動させ

ることの合成ででき上がった技術であるが,前

者の技術は欧米メーカーが,後 者の技術の追加

は日本メエカーが先鞭をつけた.多 断面の連続

撮影ができることなどを生かした新しい撮影法

が確立されつつあり,CTの 主力製品に成長し

てきた.

以上の 2分 野は,す でに実用域に入った分野

であるが,第 3の 分野 として,今 後実用化が期

待される,3次 元 CT,SOR― CT,診 断支援用画

像処理の分野を取 り上げた.

3次 元 CTの 研究分野で特筆されるものに,

Mayo Clinicが 行った DSRプ ロジェク トカゞあ

る。このプロジェクトは残念ながら実用域に達

することなく終わりを遂げたが, 3次 元 CTに

関する研究はその後 も他の研究者により地道に

進められており,そ ろそろ実用化の可能性が出

てきたといえるのでなかろうか。

SOR一CTは ,実用 という意味ではまだはっき

りとしたことはいえないかも知れない力ゞ,単 色

化 した X線 を用いるという魅力的な計測手段

が,今 後 どのような新しい診断価値を生み出す

か,お おいに期待が持てよう。
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また,診 断支援用画像処理の分野は, 3次 元

画像計測手段が生まれて医師の扱うデ
ータ量が

膨大になるにつれてその重要性も増しており,

今後の発展が期待される分野である。

なお,上 記 3分野共にハードウエア,ソ フト

ゥェア,な らびに臨床的な価値,の 3つの観点

からそれぞれめ解説をお願いしており,この分

野の最新の状況を
一括して知る貴重な資料とな

ることを期待している。読者のご
一読をお願い

したい。
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